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気付けばこの地に足を踏み入れて
から、1年が過ぎていた。毎日多くのボ
ランティアや住民でにぎわっていた
ADRAの事務所も落ち着きを取り戻
し、今では１日に数人が訪れる程度に
なっている。穴水駅前の状況も大きく
変わった。倒壊しかけていた家屋も解
体が進み、事務所の周辺には所々空き

ADRAの支援の現場には、さまざまな「SCENE（シーン）」があります。
笑顔が生まれる瞬間、悩みながら進む日々、スタッフの心に響いた出来事…。

そんなリアルなひとコマを、このコーナーでお届けします。

ADRAのWebページでは、ス
タッフによる個性豊かな記事を
多く載せています。他の記事もお
読みになりたい方はWebで「ア
ドラ つぶやき」と検索、もしくは
こちらのQRを読み込むかクリッ
クすると、ご覧いただけます。

地が目立つ。穴水の様子もすっかり様
変わりした。

今から9か月以上前、まだ夏とは呼
べないような、少し冷たさと土の香り
の残る風が吹く頃、穴水事務所には近
隣の住民に混ざり、小さなお客さんが
連日訪れていた。

我々は、その少しやせ細ったトラ猫を

「ちゃーさん」と呼んでいた。近所に住
む方が付けた名前だ。まだ１歳くらい
の幼さが残るちゃーさんは、毎朝８時
頃になると事務所を訪れ、トマトの苗
が植えてある植木鉢の後ろや住宅の
補修で余った木材に寄りかかり、ただ
じっと事務所を出入りするスタッフや
ボランティアを、何をするわけでもな
く、まるで置物のように眺めていた。

９時頃に気付いた時には近所のパ
トロールに出かけており、また夕方に
なると定位置に戻る。我々の監視業務
を遂行し、暗くなるとまたどこかへ出
かけるのである。人馴れしている様に
見えるが、決して人間の手が届く範囲
には近づかない。孤高のちゃーさんな
のだ。

しかし、そんな彼の平和な時間が脅
かされる。

近所の方いわく、もともとこのハチ
ワレ猫はちゃーさんを見つけると追い
かけ回していたそうだ。かわいらしい
顔つきで人馴れしているが、前足の太
さや顔に傷がないことから、この辺り
では無敵なのであろう。筋骨隆々の、
人間に例えるとプロレスラーのような
見た目をしたこのボス猫は、ここ最近
になって事務所の前まで縄張りを広
げたため、ちゃーさんと鉢合わせる機
会が増え、よく喧嘩をしていた。そし
て、気付いたらちゃーさんは事務所に

寄り付かなくなってしまった。
１日・１週間・１か月と待っても現れ

ることはなく、毎日の楽しみにしていた
彼との時間に寂しさを感じつつも、そ
の後音沙汰は無く、いつの間にか年が
明けてしまった。

しかし、つい先日近所を歩いている
と、どこかで見たような柄の猫が目の
前に飛び出してきた。

冬毛になっただけではないだろう。
恐らく新しい家が見つかったのか、少
しふっくらとしたその猫には、確かに
ちゃーさんの面影があった。呼びかけ
ると一瞬立ち止まり、こちらを一

いち
瞥
べつ

す
る。まだ覚えていてくれているのか分か
らないが、とにかく無事で良かった。考
える間もなく、彼はどこかへ走り去って
いった。またいつか、我々の元へ戻って
きてくれるだろうか。そう思いながら
事務所への帰路をたどった。

ADRAは様々な地域で足湯やカ
フェを行ってきた。毎回の様に来てい
た住民が、ふと来なくなることがある。

「小さなお客さん」～能登半島より～

自宅の片づけや仕事が忙しかったり、
気持ちが落ち込んでいたりなど、様々
な要因が挙げられるが、決してそれは
悪いことではない。自分なりの復興へ
と歩みを進めている証拠である。便り
のないのは良い便りとよく言ったりす

るが、何かの拍子に顔を出していただ
けたら温かく迎える。住民だけではな
く、ちゃーさんや誰にとっても安心でき
る場所。穴水事務所はそのような存在
でありたい。

ADRAの
Webページのご案内

しばらく見ないうちにふっくらとしたちゃーさん

ちゃーさんを見つけては追いかけるハチワレ猫

毎朝8時頃になると事務所を訪れる猫のちゃーさん

もともと旅行が好きで、日本を含め世界各地を旅していました。自分が国際協力に携わるとは思っていませんでしたが、人と関わる仕事
を志す中でご縁あって入職しました。九州の災害被災地域に駐在したときには、災害時の社会インフラの弱さを目の当たりにすると同時
に、自力で自宅の修理をする方のたくましさや、災害が多くとも引っ越しをしない”先祖代々住んでいる土地”への強い想いを知りました。
被災を乗り越えた方から「今は家でのんびり過ごしているよ」という声を聞けるとき、大きなやりがいを感じます。

三牧 晋之介／MIMAKI SHINNOSUKE
■ 執 筆

A
D

R
A

 N
ew

s 
20

25
.3

A
D

R
A

 N
ew

s 
20

25
.3

4 5

https://x.gd/GlLNi


ンティアの方々、そして企業、団体、学
校、個人の支援者の皆さまに支えられ
ました。無償手術を届けることができ
た患者さんの数は、延べ1,200人以
上。社会の好奇の目に晒され、迫害を
受け、就職や結婚にも影響を及ぼして

きた口唇口蓋裂の患者とその家族に、
笑顔を取り戻すことができましたこ
と、心より感謝申し上げます。

医療チームの派遣という形での支
援活動はこれにて幕を閉じますが、ま
だ必要な医療（サービス）を受けられ

ていない患者さんがネパールには多く
いるという現状もあります。私たちにで
きる形で、助けを必要とする一人ひと
りに寄り添っていけるような支援を検
討しています。今後とも、どうぞよろし
くお願いいたします。

唇や上あごが左右に分かれた状態
で生まれてくる口唇口蓋裂。ADRAが
ネパールへの医療チーム派遣を開始
した1995年当時は、同国で口唇口蓋
裂の形成手術を行える医師はわずか1
人しかいませんでした。ADRAが毎年
50人への無料手術を提供するように
なってから30年。今では多くのネパー
ル人医師が育ち、手術費用をサポート
する支援団体も増え、支援方法を再検
討するため、医療チーム派遣について
は一旦終了することにいたしました。

今年2月、医療チームを代表する7
人の医療関係者と共に、機材などの片
付けにシーア・メモリアル病院を訪ね
ました。そこには、以前手術を受けた
患者さんたちが、遠くから集まっていて

くれました。
「口を大きく開けて、あ～、という形

にしてみて」
2015年に上あごの大きな穴を塞ぐ

手術を受けたプレムくんに、形成外科
医の吉本医師が声をかけます。

プレムくんは「あ～」と口を開ける
と、きちんと上あごができているのが
見えました。
「うん、大丈夫そうだね。なにか気に

なるところはありますか？」という問い
に母親が答えます。
「発音がちょっと気になります。カー

という発音がツァーという風に聞こえ
ますね。わかるときもありますが、２、３
回聞き直すこともあります。」

吉本医師は「なるほど」とうなずき、

プレムくんに「パ、ピ、プ、ペ、ポ」を言っ
てみるように伝えました。
「パァ、ピィ、ゥ、ペェ、ポォ」
「プの発音が弱いかな。筋肉を鍛え

るためにコップに水とストローを入
れ、水中で空気をブクブク出す練習を
毎日してみようか」吉本医師の言葉
に、プレムくんはしっかりとうなずきま
した。

会いに来てくれた患者さん全員と同
様の会話をもったあとは、風船を膨ら
ませて楽しみました。上あごや唇に裂
け目があったころにはできなかった遊
びです。こうした遊びは、口のトレーニ
ングにもなります。楽しそうな笑顔が、
印象的でした。

本活動は、多くの医師、看護師、ボラ

皆さまの支えで取り戻せた笑顔―1,200人に届けられた希望と感謝をこめて

風船を膨らませた後、空気が抜ける音で笑うアイロジュくん（2017年に手術）大きく口をあけるプレムくん

― �ADRA Japanをお知りになったきっかけ
直接的にはJICA Partnerのボランティア募集

だったと記憶しています。毎日勤め人として過ご
している中、途上国の方に役に立つ活動がしたい
と思っていた時に、当時ADRA Japanさんが募集
していた「ライティングボランティア」の存在を知
り、応募したのがきっかけです。

― �ADRA Japanとの関わりについて
今はWebサイトの作成の補助をオンラインボラ

ンティアで参加しています。もともと地方在住で
オンラインでもできるボランティアという中で応
募したのでその流れですね。ボランティアとして
参加できるのもうれしいですし、Webサイトの作
成についての知識がつくのもうれしいです。また、
数年前に関東に戻ってきたので、2度ほどADRA 
Japanの事務所のイベントに参加しました。

― �ADRA Japanの魅力や関わっていて 
よかったこと

　Webサイトの作成補助を通じて過去のADRA

の活動から知ることができました。常に被災者や
途上国の方一人ひとりに寄り添うといった一貫し
た姿勢は大変魅力的です。あとやはり普段の生活
では知り合えない方と知り合えることが関わって
よかったです。

― �まだADRAのことをご存じない方への 
メッセージ

私は途上国へのボランティアをするというと
現地に行く、寄付をするといった考えが先に浮か
ぶ世代です。そんなことは決してなく、ADRA 
Japanさんではオンラインでのボランティアも
あり、それを通じて自分の世界が少し広がった気
がしています。もし、私と同じような感覚の方が
いらしたらまずはのぞいてみることをオススメ
します。

― �ADRA Japanへのメッセージ
皆さんお体に気をつけて。私もこれからWebサ

イトに限らず参加していきたいです!!

ADRA Japanを
支えてくださる方を
ご紹介します！

竹内友規さん
会社員

アドラ
の
チカラ

患者さんと家族、そして日本の医療チームで記念撮影
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